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要旨：2011年台風12号による被害の中心となった紀伊半島を対象に，人的被害の発生状況につい

てまとめた．この台風により紀伊半島では死者72名，行方不明者16名の計88名の人的被害が生じ

た．死者・行方不明者88名のうち56名（63%）が土砂災害，13名（15%）が洪水災害，8名（9%）

がその他の要因によるものであり，11名（13%）は被災要因不明であった．土砂災害は，土石流

や斜面崩壊の土砂に巻き込まれたケースのほか，増水した河川に崩壊土砂が流入して生じた高波

に流されたケースなど，土砂と洪水の複合的な災害が生じた．このような複合災害はこれまで十

分想定されておらず，紀伊半島における豪雨災害対策の今後の課題のひとつである． 
キーワード：2011 年台風 12 号，紀伊半島，人的被害，土砂災害，洪水災害 
 
Abstract: Situations of occurrence of human damage caused by Typhoon Talas in 2011 in the Kii Penin-
sula, where is the main affected area of the typhoon disaster were summarized. 72 people were killed and 
16 people were missing by the typhoon in the peninsula. 56 people (63%) were killed or missing by 
sediment disaster, 13 people (15%) were by flood disaster, 8 people (9%) were by other reasons. Main 
factors of death or missing of 11 people (15%) were unknown. In sediment disaster, human damages 
were from debris flows, landslides, and unexpected multiple disasters of landslides and flooding. For 
example, landslide debris rushed into swollen stream and caused high wave, and houses were washed 
away by the high wave. Such multiple disasters have not been assumed sufficiently, and they are one of 
future problems for preventing heavy rainfall disaster in the peninsula. 
Keywords: Typhoon Talas in 2011, Kii Peninsula, human damage, landslide disaster, flood disaster 

 

1．はじめに 

 

2011 年 9 月 3 日から 4 日にかけて四国地方，

中国地方を縦断した台風 12 号は，全国の死者・

行方不明者が 98 名に及ぶなど大きな被害をも

たらした．被害の中心となったのは紀伊半島で，

山地斜面の崩壊や河川の氾濫などにより和歌山，

奈良，三重 3 県で死者・行方不明者 88 名などの

被害を生じた． 

紀伊半島では，明治 22 年の十津川災害や昭和

28 年の有田川災害など今回の災害と類似の豪

雨災害が過去にも発生してきた．同様の被害を

繰り返さないためには，この災害で何が起きた

かを正確に把握し，それに基づき対策を進めて

いくことが重要である．これまでに，被害の概

要報告（総務省消防庁災害対策本部，2012；国
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土交通省，2012 など）や応用地質学的な見地か

らの災害調査報告（平成 23 年台風 12 号による

紀伊半島における地盤災害合同調査団，2011；

土木学会平成 23 年台風 12 号土砂災害現地調査

団，2011 など）がなされてきた．しかし，多数

の死者・行方不明者がどのような状況で生じた

かについては，折々に報道されたもののその全

体像と特徴は十分明らかになっていない．本稿

では，台風 12 号による被害の中心となった紀伊

半島を対象に台風災害による死者・行方不明者

の発生状況について情報を整理した結果を報告

する． 
 

2．調査方法 
 
総務省消防庁がホームページで随時発表した

「台風第 12 号による被害状況及び消防機関の

活動状況等について」から被害の概況を調べ，

さらに，各県がホームページで発表する報道資

料やインターネット検索した新聞記事等からよ

り詳しい情報を探し，死者・行方不明者の氏名，

年齢，性別，被災日時，被災状況を整理した．

死者・行方不明者の数は発表される時期により

増減があったが，本稿の集計には 2012 年 7 月 6

日現在の総務省消防庁「平成 23 年台風第 12 号

による被害状況及び消防機関の活動状況等につ

いて（第 19 報）」を用いた． 
 

3．台風 12号による被害の概要 
 
大型の台風 12 号は 2011 年 9 月 3 日から 4 日

にかけて四国・中国地方をゆっくりとした速度

で縦断し，西日本から北日本にかけて山沿いを

中心に広い範囲で記録的な大雨をもたらした．

とくに紀伊半島では，降り始めの 8 月 30 日から

9 月 5 日までの総降水量が広い範囲で 1000 mm

を超え，一部の地域では解析雨量で 2000 mm を

超えた（気象庁，2011）．長時間にわたる大量の

雨により紀伊半島では各地で山地斜面の崩壊

（3,077 箇所，国土交通省水管理・国土保全局砂

防部（2011））や河川の氾濫が発生した．これら

により後述する多数の人的被害が生じたほか，

道路やライフラインの寸断による集落の孤立や

状況把握の遅れが各地で生じた．大規模な斜面

崩壊のいくつかは川を堰き止めて天然ダムを形

成し，直接の人的被害はなかったものの長期に

わたり決壊の危険を生じた． 

この台風により，全国で死者・行方不明者 98

名，負傷者 112 名（うち重傷者 31 名），住家全

壊 379 棟，住家半壊 3,159 棟，床上浸水 5,500

棟，床下浸水 19,594 棟などの被害を生じた（総

務省消防庁災害対策本部，2012）． 

被害は紀伊半島でとくに大きく，紀伊半島の

3 県の死者・行方不明者数は全国の死者・行方

不明者数の約9割を占める88名に達した（図1）．

また，住家被害も全壊 369 棟，半壊 2,901 棟に

及んだ．市町村別では，和歌山県那智勝浦町で

図 1 県別の死者・行方不明者数 
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死者 28 名，行方不明者 1 名と多数の被害が生

じたほか，熊野川沿いの市町村を中心に紀伊半

島の広い範囲で人的被害が生じた（図 2）． 

人的被害の発生状況を時系列で整理した（表

1）．災害の発生日時が明らかでない事例につい

ても，生前の目撃情報や遺体発見の日時，災害

発生地域の他の事例の状況などから被災の時間

帯を推測して時系列表になるべく含めるように

した．その際は発生時刻にクエスチョンマーク

を付けて記載した．また，人的被害は生じなか

ったものの住家破壊や天然ダム形成などの災害

を引き起こした崩壊のうち発生時刻のわかって

いるものも本表に含めた． 

人的被害を伴う災害は 9 月 3 日の午前中から

発生し始め，3 日夜から 4 日朝にかけて各地で

発生した．また，9 月 5 日から翌月にかけて，

被災後に体調を崩した高齢者 6 名が亡くなり，

災害関連死と認定された（表 1）． 

4．主要因別の被災状況 

 

人的被害を伴う災害事例を被災の主要因によ

り，土砂，洪水，その他，不明の 4 つに分類し

た（表 1）．「土砂」は，斜面崩壊や土石流など

の土砂移動現象に巻き込まれたケースおよび土

砂移動現象に起因する洪水流に巻き込まれたケ

ースとした．「洪水」は，増水あるいは氾濫した

河川の流れに流されたケースおよびそれらによ

る浸水で溺れたケースとした．「その他」は，土

砂移動現象にも洪水にも起因しないケースであ

る．「不明」は，情報不足で要因がいずれにも分

類できなかったものである． 

 

図 2 市町村別の死者・行方不明者数 
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表 1 人的被害の発生時系列 
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被災要因は「土砂」が 63%と最も多く，「洪

水」が 15%，「その他」が 9%，「不明」が 13%

となった（図 3）． 

市町村別では，和歌山県の那智勝浦町で 29 名

と突出した被害が発生した（図 4，表 2）． 

 

4.1 土砂災害 

土砂災害では死者 43 名，行方不明者 13 名の

人的被害を生じた（表 2）．図 5 には，被災に至

った土砂移動現象を土石流，斜面崩壊，土砂洪

水に細分して災害発生箇所を示した． 

土石流は半島南東部の熊野酸性岩類（主に花

崗斑岩からなる）が分布する山地で多発した．

斜面の比較的表層の風化した花崗斑岩や古い崩

積土が渓流源頭部や谷の上流で崩壊し，崩壊し

た土砂が土石流として谷を流れ下った（土屋ほ

か，2011；水野，2012 など）．田辺市熊野の土

石流は，付加体からなる山地斜面が岩盤から大

規模に崩れ，その土砂が土石流として流下した

ものであった． 

新宮市木ノ川，那智勝浦町市野々，同町井関，

同町南平野，田辺市熊野のケースでは土石流が

流下した谷の途中あるいは谷の出口に家屋が位

置し，自宅にいた住人が被災したとみられる．

南檜杖のケースでは，熊野川の増水から逃れる

ため避難した裏山の小屋が土石流の流路に位置

し，避難していた近隣住民が被災した．浅里，

西山のケースについては詳細がわからなかった． 

斜面崩壊は山地中央部から西部にかけて，付

加体からなる山地の広い範囲で多発した．これ

らの多くは，斜面が深部の岩盤から崩れた深層

崩壊ともよばれる大規模な崩壊であった． 

みなべ町清川と田辺市伏菟野の災害はこのよ

うな深層崩壊によるものである．上湯川の災害

については崩壊のタイプは確認できなかった．3

件とも，自宅にいた住人が裏山や対岸の斜面の

崩壊土砂に家屋ごと巻き込まれ被災したもので

ある． 

土砂洪水としたのは，土砂と洪水の複合災害

で，これまでほとんど想定されてこなかったタ

イプの災害である．天川村坪内，五條市大塔町

宇井，十津川村野尻，十津川村長殿，那智勝浦

町井関・市野々の5件をこれに分類した（図5）．

これらの被災状況の把握には新聞報道や学会調

査団等の報告を参照したのに加え，坪内，宇井，

野尻，長殿については崩壊地調査で現地を訪れ

た際に状況を確認した． 

・天川村坪内：天ノ川が増水して河岸の住宅を

押し流した．その約 2 時間前に住宅の対岸の斜

面が崩壊しており，その土砂が天ノ川に流入し

て流路を住宅側に押し寄せていた． 

・五條市大塔町宇井：十津川の右岸斜面が崩れ，

川に突入した土砂が河川の水と共に対岸に押し

寄せ，集落を押し流した． 

・十津川村野尻：十津川河岸の住宅が洪水に押

し流された．この洪水は，対岸斜面が崩壊しそ

の土砂が増水していた十津川に流れ込んだこと

により生じた高波のようなものだったと推察さ

れる． 

・十津川村長殿：十津川河岸の住宅が逆流して

きた洪水に押し流された．この逆流する洪水は，

図 3 要因別の死者・行方不明者数 
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住宅の約 800 m 下流の宇宮原の斜面が崩壊し，

その土砂が十津川に流れ込んだことにより生じ

た高波のようなものだったと推察される． 

・那智勝浦町井関・市野々：那智川流域の複数

の支川で土石流が発生し，土砂が那智川に流れ

込んだ結果，那智川の河床が上昇し，土砂洪水

氾濫が生じた（水野，2012）． 

 

図 4 要因別市町村別の死者・行方不明者数 

表 2 要因別市町村別の死者数および行方不明者数
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那智勝浦町井関・市野々の土砂洪水による 5

名の犠牲者はそれぞれ個別に被災しており，そ

れらの状況は「那智川の濁流にのまれた」「自宅

に氾濫した川の水が流れ込んだ」など洪水災害

にも分類しうるものである．しかしながら，前

述のように那智川の氾濫は支流からの土石流の

流入によって起きたとみられるため，本稿では

これらの 5 件を洪水ではなく土砂洪水に分類し

た（表 1）． 

 

4.2 洪水災害 

洪水災害では死者 11 名，行方不明者 2 名の被

害を生じた（表 2，図 5）．新宮市熊野川町西敷

屋と同町日足，紀宝町大里の 6 件は，河川の氾

濫により集落が広範囲に浸水し，自宅にいた住

人が溺死に至ったケースである．御浜町阿田和

の 1 件は，堤防決壊により自宅に土砂混じりの

濁流が流れ込み，住人がその流れに巻き込まれ

たものである．家屋も半壊した．以上の 7 名は

いずれも 70 代～80 代の高齢者であった． 

日高川町小釜本と同町川原河，那智勝浦町湯

川の 3 件は屋外で被災したケースである．屋外

にいた理由は，台風対策で川沿いの工場の作業

車を移動させていた（小釜本），自動車で避難所

に向かっていた（川原河），自動車で通勤してい

た（湯川），であった（表 1）． 

 新宮市相賀と日高川町田尻でも 1 名ずつが川

に流されたとされるが，被災状況は不明である． 

 
4.3 その他のケース 

土砂災害にも洪水災害にも起因しない死者は

8 名で，このうち 6 名が 70 代～90 代の高齢者の

図 5 人的被害を伴う土砂災害と洪水災害の発生箇所と死者・行方不明者数 
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災害関連死である（表 1）．もう 1 名は台風対策

で水道工事の作業をしていたところ誤って川に

転落し流されたもの，もう 1 名は詳細不明だが

道路へ転落して亡くなったものである（表 1）． 

 
4.4 被災要因不明のケース 

10名の死者と1名の行方不明者については被

災状況の情報が乏しく被災の主要因が明らかに

ならなかった．8 名が那智勝浦町，2 名が新宮市

相賀の死者であり，1 名が有田市の行方不明者

である（表 1，2）． 

 

5．まとめ 

 

本稿では 2011 年台風 12 号による被害の中心

となった紀伊半島を対象に，台風災害による死

者・行方不明者に関する基本的な情報のまとめ

を行なった． 

3 県で死者 72 名，行方不明者 16 名の計 88 名

の人的被害が生じた． 

多くの人的被害が 9 月 3 日夜から 4 日朝にか

けて発生した．また，9 月 5 日から翌月にかけ

て 6 名の災害関連死が生じた． 

死者・行方不明者 88 名のうち 56 名（63%）

が土砂災害，13 名（15%）が洪水災害，8 名（9%）

がその他の要因によるものであり，11 名（13%）

は被災要因不明であった． 

土砂災害は，土石流や斜面崩壊の土砂に巻き

込まれたケースのほか，増水した河川に崩壊土

砂が流入して生じた高波に流されたケースなど，

土砂と洪水の複合的な災害が生じた．このよう

な複合災害はこれまで十分想定されておらず，

紀伊半島における豪雨災害対策の課題のひとつ

である． 

どうすれば被害を防げたかという点について

は十分に調査ができなかった．今後の課題とし

たい． 

最後になったが，この災害で被災された多く

の方々にお見舞い申し上げるとともに，犠牲に

なられた方々のご冥福をお祈りいたします． 
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